
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●出席委員会報告出席率向上にご協力を！       

出席報告 第２７７９例会 第 2776回(11/4)訂正 

会員数 ３８（34）人 ３８（34）人 

出席数 ２３（21）人 ２９（27）人 

出席率 ６３．８９％ ８０．５６％ 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

12/3(木) 

★忘年家族会 18：30 サンデイズイン鹿児島 東南 
12/8(火) 

クラブ総会 サンロイヤル 

北 年次総会 ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 外部卓話 津曲貞利様 東急 REI ホテル 

サ ザン 年次総会 東急 REI ホテル 西 
12/9(水) 

年次総会 山 形 屋 

鹿 児 島 12/4(金) 外部卓話 原口泉様 山 形 屋 西南 クラブフォーラム ゆ う づ き 

中 央 12/7(月) Ｘｍａｓコンサート 山 形 屋     

●今後の予定 

12/9(水) 会員卓話 萩原隆志会員 

12/16(水) クリスマス家族会 

12/23(水) 祝日休会 

 

 

ガバナー補佐訪問                            日高文治ガバナー補佐 

延岡市で先月開かれた地区大会のＧ補佐・部門長・会長・幹事合同協議会で国際ロータリー第 2730 地区

が実施する「健全なる精神に向けての私たちの使命プロジェクト」が了承されました。 10 月の市内分区会

長幹事会でも議題に上がりましたが、地区から各クラブに周知を図るようにとの連絡が来ていますので、

今回はこのプロジェクトを取り上げたいと思います。 

プロジェクトの目的を要約すると、グローバル補助金を活用して、地域密着型福祉の仕組みを学びなが

ら、精神障害者への偏見や差別を取り除く運動を展開しようとするものです。  

うつ病、不安障害、認知症といった精神疾患は癌と同じぐらいの確立で罹っているそうですが、世界で

は日本のように入院させない地域もあるために、患者は各地で迷信による集団暴行、鎖で繋がれる、檻に

入れられるなどの虐待が発生しているようです。 

この状況は、精神疾患の人々の治療やケアの問題だけにとどまらず、私たち人類全体に突き付けられた

高度な精神性の問題でもあると受け止め、取り組むこととなった経緯があります。  

プロジェクトの対象地域は南インドのタミルドウ州です。実施期間は 2015 年 11 月 1 日から 2016 年 12

月 1 日までの 13 カ月間、事業費は 82,542 米ドル（実施国のインド側 12,542 ドル、支援国の日本側３万ド

ル）、事業内容は精神衛生相談センター（ 3 カ所）などの運営、維持管理や精神衛生推進員の訓練などと

なっています。 

ＲＩ第 2730 地区では平成 28 年 2 月 5 日から 10 日まで、南インド・タミルドウ州マドゥライ市を現地視

察する計画（宿泊費等別途で参加費約 24 万円）で、参加者を募集していますので、関心のある方は地区事

務所に問い合わせて下さい。 

 

地区職業奉仕（四つのテスト）委員会研修会出席報告         小原副委員長 

11月 21日、都城市のメインホテルで開かれ、第 2730 地区の職業奉仕委員会関係者 39人が出席しました。 

まず地区の福永健一職業奉仕委員会委員長が講演され、「職業奉仕とは心の奉仕と理解しています。個々の専門職

を通して社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕などを手伝うことが大切です。自分の職業で得た知識で社会に貢献しなけ

ればなりません。職業は生活の糧のためにありますが、生活の糧は世の中から来ているので世の中に還元することこ

そが職業奉仕と言えます」と語られました。 

また奄美で焼肉屋を経営されている福永委員長は「私にとってお客様へのお返しといえば、安心感と安全な料理を

提供することです」と話され、「個々の職業が繁栄していくためにも、個々の職業にかかわるすべての人に感謝する

意味からも、高い倫理性をもって元気を提供することが、職業の一番の奉仕だと思います。職業奉仕は倫理運動であ

り、職業奉仕の受益者はロータリアン」と訴えられました。 

さらに「社会奉仕、国際奉仕など外向けのボランティア活動は目立ってよいかもしれませんが、職業奉仕に対する

ロータリアンの意識が薄くなっている」と指摘され、「ロータリーは職業奉仕に大きな特色があります。この特色を

どのように生かしていくかが今後のロータリーの大きな課題です。今ＲＩは職業奉仕の解釈を変えつつあります。職

業奉仕について今一度考えてみたい」と話されました。 

「職業奉仕とは何か」をテーマにしたグループディスカッションは 5 テーブルで行われました。各クラブの活動内

容として「四つのテスト」唱和、卓話、職場訪問、職業奉仕賞授与など、どこのクラブも同様の活動をしていること

が発表され、「人が人に与えてうれしいことを実行していくことが職業奉仕」「自分自身の存在が職業奉仕。ロータ

リアンであることを評価してもらえるような自分になりたい」などの意見が出されました。 

感想としてはロータリーの根幹である職業奉仕についての理解が漠然としていてわかりにくく、そのためそれぞれ

個人の解釈に終わっているとの印象を持ちました。「四つのテスト」はその精神の原点であり、あらためて噛み締め

る必要があると感じました。 

 



 


